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２．　経歴・取組内容、取組分野等

○

その他( 　  )

4 中心市街地活性化 10 環境

5 まちづくり景観 11 ＮＰＯ・ボランティア
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＜経歴＞
栃木県出身。
◆大学卒業後、農業・農村関係の出版社（社団法人農山漁村文化協会）に勤務し、営業・取材などで全国の農山漁村
　 をまわり、地元で生活する人々に触れるうち地域毎の知恵や技・文化の多様性に興味を持ち、北海道に拠点を移し、農
   村フリーライターとして活動。
◆2003年に現在の会社設立と同時に参画し、現在、地域資源を活用した都市と農村との交流体験の企画を主に担当。
　北海道を中心にグリーンツーリズムの持つ可能性を活かした受地主導型の体験観光のコーディネートを担う。
　2012年より現職。
◆2005～2007年度のふるさと財団の地域再生マネージャー事業で、東川町の体験観光の底上げを図った。
◆北海道のほぼ中央部旭川市を中心とする上川管内にて都市と農村との交流活動、グリーンツーリズム活動として、管内
　の農家さんと連携し修学旅行等の教育旅行における農業体験や農村ホームステイ（ファームステイ）の受け入れ体制の整
　備を2005年よりおこない、現在管内広域の窓口として調整をおこなっている。
◆総務省　地域力創造アドバイザー (地域人材ネット登録)
◆農水省　農村活性化支援アドバイザー登録
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＜主な取り組み内容＞
  地域固有の自然、景観、文化、農産物など地域資源を観光資源化し、交流人口増加による観光まちづくりの視点から
 地域活性化のお手伝いをしています。
◆地域資源調査分析
     自分たちが住んでいる地域の自然や景観、農産物や文化などの掘り起こしをお手伝いしています。
◆都市農村交流活動のお手伝い
    農業体験や食資源を活用したグリーンツーリズムなどの受入のノウハウなど提案しております。
◆「観光まちづくり」として受地主導型の体験観光推進とブランディング
    地域資源を観光資源化し来訪者が訪れてみたくなるきっかけづくりをしていきます。また、観光資源に磨きをかけるプログ
    ラムづくり、内発的なホスピタリティの育成など指導しています。交流人口を増やすための仕掛けとして、ひとり歩きを始め
　　た地域の宝の生まれた現場に行ってみようとの「６次観光化」を提唱し、地域資源の良さを活用した着地観光によるま
　　ちづくりをご提案しています。そのほか廃校や廃屋を活用した移住定住の拠点づくりなど。
＜実績＞
◆東川町で実施した地域再生マネージャー事業より派生し、各市町村にて観光関係のお仕事に関わり、地域のガイドや
　　インストラクターと連携した受け入れコーディネートによるネットワーク化を確立。年間3，000人近くの一般旅行者を地域
　　観光へマッチングさせています。
◆廃校・廃屋・廃施設の活用において、2009年上川管内剣淵町の旧スキー場の活用を提案し、アルパカ牧場として現地
　　法人設立に関わり現在年間約3万人あまりの来場となり、新たな観光スポットとして定着してきています。
◆2005年～2年間、地元の企業とコンソーシアムを組み取組んだ移住事業では、移住モニターツアーなどを実施し、約20
　　組の参加者のうち、旭川、東川に結果的に5組の移住者を招き入れることができました。現在も定住しており、さまざま
　　な分野で活躍しています。
◆農ガールや山ガールといったアクティブなアウトドア好きの女性をターゲットにした交流体験の場を創出。2012年3月には、
　  北海道最高峰旭岳の温泉街にて山ガールファッションコレクション「山コレin旭岳」を開催し、温泉街の活性化に取り組
　  んでいます。
◆農村資源を活用し滞在型観光としてファームステイを拠点としたグリーンツーリズム活動の企画をおこなっている。

取
組
分
野

1 観光振興 ○ 7 住民参加・協働

2 産業振興 ○ 8 イベント交流

3 過疎地域･限界集落の振興 9 食品流通

6 農林水産品の開発・ブランド化 12
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連絡先住所 071-1464 北海道上川郡東川町進化台781-6

電話番号 0166-82-0800 メールアドレス h-nakada■agtec.co.jp（■を@に変えて下さい）

ふるさと財団「地域再生マネージャー」情報
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３．　関連ホームページ

４．　ふるさと財団での実績
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５．　財団報告書

６．写真・ひとことPR

 < ひとことPR >

地域が地域であるために、まずは自分の住んでいる地域の資源(宝物）を探すことか
らはじめてみませんか？
地域のみなさんが地域資源を知り、他人事ではなく当事者となって考えていく場を創
出していきます。
さらにそれら地域資源を活用しながら観光や交流人口増加の推進を切り口とした地
域活性化を図っていきます。
 観光まちづくりの視点から地域の課題解決、地域再生の一助になればと思います。

http://www.furusato-zaidan.or.jp/H27jigyouhoukokusyo.pdf

　名称 　アドレス

平成19年度　地域再生マネージャー事業 http://www.furusato-zaidan.or.jp/chiiki/pdf5/1213146357115.pdf

平成23年度　新・地域再生マネージャー事業 http://www.furusato-zaidan.or.jp/3-H23-shinchiikisaiseiM-houkokusho.pdf

平成26年度　新・地域再生マネージャー事業 http://www.furusato-zaidan.or.jp/H26jigyouhoukokusyo.pdf

平成27年度　新・地域再生マネージャー事業

◆2005年度～07年度　「自然体験型観光推進事業」　北海道東川町

◆2010年度　北海道上川郡剣淵町
◆2011年度　北海道雨竜郡北竜町
◆2014年度　北海道中川町　「地域住民主導の集落活性化」
◆2015年度　北海道旭川市

有限会社アグリテック http://www.agtec.co.jp/
　名称 　アドレス

写 真


